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保育所における食育に対する保護者の満足度と
家庭での食育との関連

酒井　治子　　廣瀬　志保

　保育所における食育に対する保護者の満足度と家庭での食育との関連を検討するため
に、全国８園の３歳児クラスの保護者を対象に質問紙調査を実施し（有効回答182名）、次
の点が明らかになった。
　保育所の食事・食育に対して保護者は「とても満足している」と答えた人が73.5％と高
かった。食育の満足度高群では中・低群に比べ、保育所が、子どもの食事の様子や日々の
食育の意図を伝達すること、園だよりなどにより食育の報告をすること、食に関する相談
をする等の支援への満足度も高かった。さらに、保育所の食育満足度の高い保護者の子ど
も程、家庭で保育所の食育について話をしていること、また、保護者が「お腹がすくリズ
ムができていくこと」「食べたいもの好きなものが増えること」に対する重要性の認識が
顕著に高い結果が得られた。以上、保育所での食を通した子どもの育ち、及び保護者支援
が保護者の家庭での食育の重要性の認識を高めている関連性が示された。

キーワード： 保育所　家庭　食事　食育　満足度

１．目　的
　子どもの健やかな育ちを保証するためには、保
育所における子どもの食育への支援は当然のこと
ながら、家庭との連携を欠かすことができない。
子ども達の家庭での食事への支援は子育て支援の
一環であり、保育士としても業務の一部であると
はいえ、保育現場にとって家庭での子どもの食事
になかなか踏み込みにくいのが現状である。
　実際に、食に関する子育ての不安・心配をかか
える保護者は決して少なくない。保護者の食行動、
食知識・スキルの不足が家庭での食事や食育に対
する不安にも影響を及ぼすという報告１）もみら
れる。また、こうした不安は単なる食事のことだ
けではなく、子育てそのものを意味することが多
い。そのために、「家庭での食」に目を向けるこ
とは、不適切な養育の兆候を発見・予防すること
にもつながることを実際の保育現場でも実感する

ことができる。
　平成21年４月施行の「保育所保育指針」２）の
一つの柱として、保育所の保育士等の役割として
保護者に対する支援が重視された。食育に関して
も、今まで保育所で蓄積してきた乳幼児期の子ど
もの「食」に関する知識、経験、技術を「子育て
支援」の一環として提供し、保護者と子どもの育
ちを共有し、健やかな食文化の担い手を育んでい
くことが求められている。その担い手としては、
食に関する援助についても、保育指導は保育士が、
栄養指導は栄養士が、保健指導は保健師が、それ
ぞれの専門性を活かした対応と、一体的な支援が
望まれている。
　このような社会的な仕組みづくりが進むと共
に、家庭での食の実態や保護者からのニーズ、そ
れを受けた保育者から、保育所において食を通し
て子どもの発達支援と、保護者の支援の両輪を
実践していくことへの重要性の認識が深まってい
る。東京家政学院大学現代生活学部健康栄養学科
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著者らは保育所での食育のプログラムの開発に取
り組み、それが家庭での食行動や保護者の食態度
への影響を検討してきていた３）。その中で、保護
者の食態度の向上はみられたが、子どもの食行動
への影響に関しては保護者の就労等のライフスタ
イルの影響が大きく、食育が直接的な効果をもた
らすとは言えないことも明らかになった。
　食育は政策的な動きの基盤整備は進む一方で、
その方法論はもちろんのこと、効果についての十
分な検証が進んでいるとはいえない。保育所で実
践されている食を通した子どもの発達支援（食育）
を保護者がどのように評価しているか、また、保
護者が求めている活動とはどのようなものか、さ
らには、それが家庭での食育にどのような影響を
もたらす可能性が高いかについては十分な検討が
進められていく必要がある。
　そこで、本報では、保育所の食育が家庭での食
育への波及効果を探るために、１）保育所での子
どもの食育に対して保護者が満足しているのかど
うか、２） 保育所の食を通した保護者支援に対し

て保護者がどのように評価しているか、３）保育
所での子どもの食育を子どもは家庭に伝えている
のか、４）家庭において、食育として保護者は何
を重視しているのか、また、この２～４）が園の
食事・食育への満足度と関連しているのかを検討
することを目的とした。

２．方　法
　対象園は日本保育協会の平成23年度保育所食育
実践事例集4）にて実践事例活動を報告した園であ
る。北海道、東京都、富山県、静岡県、兵庫県、
山口県、徳島県、宮崎県からの各１園、計８園の
３歳児クラスに在籍する園児の保護者を対象とし
た。対象年齢児は子どもの食発達も幼児期として
安定した時期に入り、５歳児のように就学に関心
が集まる前の段階で、保護者の食への興味が育っ
てきたと仮定できるためである。本調査の調査票
は著者らが設計し、平成23年９月に質問紙調査を
日本保育協会から依頼、回収し、その後の解析は
著者らが担当した。配布数214名のうち、回収で

 表１　調査の枠組み

大項目 中項目 小項目 質問番号 選択形式

親子の
属性

子どもの属性 居住地  
年齢 
性別  
出生順位  
兄弟数 
家族形態

問１ 数値回答 
２肢選択 
数値回答 
数値回答 
２肢選択

保護者の属性 回答者と子どもとの関係  
回答者の年齢

問２－１） 
問２－２）

４肢選択 
５肢選択

家庭で
の育児・
食育の
状況

保護者の育児態度 育児の楽しみへの認識 問２－３） ３肢選択

家庭での食育に関す
る保護者の食態度

（重要度の認識）

お腹がすくリズムが確保できること 
食べたいもの、好きなものが増えること 
親や兄弟と、一緒に食べること 
食事づくりや準備にかかわること 
食べものを話題にすること

問３－１） 
問３－２） 
問３－３） 
問３－４） 
問３－５）

４肢選択 
４肢選択 
４肢選択 
４肢選択 
４肢選択 

保育所の食育内容についての子どもの会話の頻度 問６ ４肢選択 

朝食の摂食頻度 問７ ４肢選択 

保護者
の保育
所での
食育に
対する
評価

保育・食育内容への
満足度

保育所での保育への満足度
保育所での食育への満足度

問４－ 1） 
問４－２）

４肢選択 
４肢選択

保育所での食育を通
した保護者支援に対
する評価

連絡帳や送迎時の対話、給食試食会や行事を通した、保育
所での子どもの様子や日々の保育の意図の伝達 
園だよりや園内の掲示などによる、保育所での食育実践へ
の協力依頼・報告 
送迎時の対話や面談等による、食に関する相談や助言

問５－１）  

問５－２） 
 
問５－３）

４肢選択  

４肢選択  

４肢選択

保育所での食事・食育への意見・要望 問８ 自由回答
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きた対象児数は男児87名、女児95名の計182名と、
回収率は85.0％であった。
　回答者は96.2%が母親で、30代が59.9％、40代
が25.3％、20代が14.8％の順であった。園児の属
性をみると、兄弟数は２人が51.1％と最も多く、
次いで、１人、３人が同等であった。出生順位
は２位の子どもが41.6%と最も多く、次いで、１
位の子どもが多くみられました。家族との同居に
ついては、母親と同居していていない子どもは
0.6％、父親と同居していない子どもは11.2％みら
れた。祖父母と同居している子どもは全体では
18.5％と少なかった。また、「育児は楽しくて幸
せだと思いますか」の質問に対しては、「はい」
と答えた人が全体で81.6％みられた。
　表１は本調査の枠組みである。家庭での食育に
関する保護者の食態度（重要度の認識）について
は、「保育所における食育に関する指針」5, 6）のめ
ざす子ども像の項目を引用し、保育所での食育へ
の評価については「保育所保育指針」の第６章の
入園している園児の保護者への支援の内容を対応
させた著者らの先行研究7）の指標を用いた。保育
所の食育が家庭に及ぼす影響の一つとして、「保
育所の食育内容についての子どもの会話の頻度」
で評価することを試みた。
　調査の集計には統計パッケージSPSS Ver.20.0 
を用いた。クロス集計にはχ2検定を用い、p値が
0.05未満を統計的に有意とみなした。

３．結　果
３－１　保育及び食事・食育内容への満足度

（1）園の保育内容
　保育内容について「とても満足している」と答
えた人は66.5％、「満足している」と答えた人が

31.3％、「あまり満足していない」と回答した人
は2.2％、「満足していない」と回答した人はみら
れなかった（図１）。
 

（2）園の食事・食育内容
　園の食事や食育内容について「とても満足して
いる」と答えた人は73.5％、「満足している」と
答えた人が26.5％、「あまり満足していない」と
回答した人、「満足していない」と回答した人は
みられず、保護者から高く評価されていた（図２）。
保育内容と比較して、食事・食育内容への満足度
はほぼ同じ割合か、食事・食育内容への満足度の
方が若干高い傾向がみられた。

 
（3）園の保育内容と、食事・食育内容との関連
　園の保育内容に「とても満足している」と回答
した人では、食事や食育内容についても「とても
満足している」と回答した人が95.8％と高かった。
一方、保育内容に「満足している」または、「あ
まり満足していない」と満足度の低かった人では、
食事や食育内容についての満足度も低かった。統
計的有意差が認められ、園の保育内容と、食事・
食育内容との関連が顕著であることが明らかに
なった（χ2=92.219　p=0.000）。
　次に、園の食事・食育内容に対して「とても満
足している」と回答した人を高群、それ以外を中・
低群として、保育所の食育内容についての子ども
の会話の頻度、食を通した保護者支援に対する評
価、家庭での食育に関する保護者の重要度の認識
との関連について検討をすすめた。

図１　保育内容に対する評価

図２　園での食事・食育内容への満足度
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表２　園の保育内容と、食事や食育内容との関連
園の保育内容

とても満
足してい
る

満 足し
ている

満 足し
て い な
い

あまり満
足してい
ない

合計

とても満足して
いる

度数 115 16 2 0 133
構成比 95.80% 28.10% 50.00% 0.00% 73.50%
調整済み残差 9.6 －9.4 －1.1

満足している
度数 5 41 2 0 48
構成比 4.20% 71.90% 50.00% 0.00% 26.50%
調整済み残差 －9.6 9.4 1.1

あまり満足して
いない

度数 0 0 0 0 0
構成比 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

満足していな
い

度数 0 0 0 0 0
構成比 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

合計
度数 120 57 4 0 181
構成比 100.00% 100.00% 100.00% 0.00% 100.00%

χ2=92.219　　p=0.000

３－２ 園の食事・食育への満足度別　食を通し
た保護者支援に対する評価

　「連絡帳や送迎時の対話、給食試食会や行事を
通して保育所での子どもの様子や日々の保育の意
図を伝えてくれる」「園だよりや園内の掲示など
を通して保育所での食育実践を報告してくれる」

「送迎時の話や面談等で、食に関する相談をのっ
てくれる」の３項目の内（図３）、「とてもあては
まる」と回答した人は、「園だよりや園内の掲示
などを通して保育所での食育実践を報告してくれ
る」の項目で58.2％と高く、次いで、「連絡帳や
送迎時の対話、給食試食会や行事を通して、保育
所での子どもの様子や日々の保育の意図を伝えて
くれる」の項目で49.2％、「送迎時の話や面談等で、
食に関する相談をのってくれる」「とてもあては

まる」の項目で27.8％の順であった。園だよりや
掲示等の紙面媒体を通した実践報告への実施率が
高く評価されていること、一方、対面での相談・
援助は実施度が低いと評価されていることが明ら
かになった。
　保護者の園の食事・食育への満足度は、保護者
にどのような支援をした結果から得られるのであ
ろうか。表３に示したように、保育所での子ども
の様子や日々の保育の意図の連絡帳や送迎時の対
話、給食試食会や行事を通した伝達の実施につ
いて、「とてもあてはまる」との回答は、園の食
事・食育の満足度高群では58.3％であったが、満
足度中・低群では25.0％に留まり、園の食事・食
育への満足度による差がみられた（χ2=19.393　
p=0.000）。園だよりや園内の掲示などによる、保
育所での食育実践への協力依頼・報告の実施につ
いて、「とてもあてはまる」との回答は、園の食事・
食育にとても満足している群で70.7％であったが、満足
している群では22.9％に留まり、園の食事・食育への
満足度による差がみられた（χ2=35.805　 p=0.000）。
送迎時の対話や面談等による食に関する相談や助
言の実施について、「とてもあてはまる」との回
答は、園の食事・食育にとても満足している群で
37.1％であったが、満足している群では2.1％に留
まり、園の食事・食育への満足度による差がみら
れた（χ2=28.140　 p=0.000）。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園だよりや掲示を通して保育所での食育実践を

報告してくれる

保育所での子どもの様子や保育の意図を伝えて

くれる

送迎時の話しや面談などで食に関する相談に

のってくれる

58.2

49.2

27.8

40.7

43.6

56.7

1.1

7.2

13.3

2.2

とてもよくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

図３　保育所の食を通した保護者支援に対する評価
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表３　園の食事・食育への満足度別　保育所に
おける食を通した保護者への支援

食事や食育内容
計 χ2検定高群

（n=132）
中低群

（n=48）

保育所
での子
どもの
様子や
保育の
意図を
伝えて
くれる

とてもよく
あてはまる

度数 77 12 89

χ2=19.393
p=0.000

構成比 58.30% 25.00% 49.40%
調整済み残差 4 -4

あてはまる
度数 50 28 78
構成比 37.90% 58.30% 43.30%
調整済み残差 -2.4 2.4

あまりあて
はまらない

度数 5 8 13
構成比 3.80% 16.70% 7.20%
調整済み残差 -3 3

計
度数 132 48 180
構成比 100.00% 100.00% 100.00%

園 だ よ
り や 掲
示 を 通
し て 保
育 所 で
の 食 育
実 践 を
報 告 し
て く れ
る

とてもよく
あてはまる

度数 94 11 105

χ2=35.805
p=0.000

構成比 70.70% 22.90% 58.00%
調整済み残差 5.7 -5.7

あてはまる
度数 39 35 74
構成比 29.30% 72.90% 40.90%
調整済み残差 -5.3 5.3

あまりあて
はまらない

度数 0 2 2
構成比 0.00% 4.20% 1.10%
調整済み残差 -2.4 2.4

計
度数 133 48 181
構成比 100.00% 100.00% 100.00%

送 迎 時
の 話 し
や 面 談
な ど で
食 に 関
す る 相
談 に の
っ て く
れる

とてもよく
あてはまる

度数 49 1 50

χ2=28.140
p=0.000

構成比 37.10% 2.10% 27.90%
調整済み残差 4.6 -4.6

あてはまる
度数 71 31 102
構成比 53.80% 66.00% 57.00%
調整済み残差 -1.4 1.4

あまりあて
はまらない

度数 10 13 23
構成比 7.60% 27.70% 12.80%
調整済み残差 -3.5 3.5

あまりあて
はまらない

度数 2 2 4
構成比 1.50% 4.30% 2.20%
調整済み残差 -1.1 1.1

計
度数 132 47 179
構成比 100.00% 100.00% 100.00%

３－３ 園の食事・食育への満足度別　保育所の
食育内容についての子どもの会話の頻度

　表４に示したように、「子どもは保育園での食
事や食育活動について家庭で話しをしますか」の
問に対して「よく話す」と回答した保護者は全体
で24.4％、「ときどき話す」が55.6％、「あまり話
さない」が16.7％、「ほとんど話さない」が3.3％
であった。
　保護者の園の食事・食育への満足度は、家庭で
子どもが保育所の食育について会話をすることか
らから得られるのであろうか。
　園の食事・食育への満足度との関連をみると、
満足度中・低群では高群に比べて、園での食育の
話を家庭で「あまり話さない」園児が多くみられ、
園の食事・食育への満足度と、保育所の食育内容

についての子どもの会話の頻度に有意な関連がみ
られた （χ2=10.114　p=0.018）。園での食育活動
について子どもが家庭に伝達することが、保育所
での食育の保護者の満足度に影響を及ぼしている
可能性が示された。

表４　園の食事・食育への満足度別 保育所の
食育内容の子どもの会話の頻度

園の食事や食育内容
計

高群 中低群

よく話す
度数 36 8 44
構成比 27.30% 16.70% 24.40%
調整済み残差 1.5 -1.5

時々話す
度数 77 23 100
構成比 58.30% 47.90% 55.60%
調整済み残差 1.2 -1.2

あまり話さない
度数 16 14 30
構成比 12.10% 29.20% 16.70%
調整済み残差 -2.7 2.7

ほとんど話さない
度数 3 3 6
構成比 2.30% 6.20% 3.30%
調整済み残差 -1.3 1.3

合計
度数 132 48 180
構成比 100.00% 100.00% 100.00%

χ2=10.114　　p=0.018

３－４ 保育所の食事・食育への満足度別　家庭
での食育に関する保護者の重要度の認識

　表５に示したように、お腹がすくリズムができ
ていくことを家庭で「とても重視している」と
の回答は、園の食事・食育の満足度高群で15.9％
であったが、満足度中・低群では6.2％に留まり、
園の食事・食育への満足度による差がみられた

（χ2=17.849　p=0.000）。食べたいもの好きなも
のが増えることを家庭で「とても重視している」
との回答は、園の食事・食育の満足度高群では
28.8％であったが、満足度中・低群では10.4％に
留まり、園の食事・食育への満足度による差がみ
られた（χ2=9.896　p=0.019）。親や兄弟と一緒
に食べることを家庭で「とても重視している」と
の回答は、園の食事・食育満足度高群で51.9％、
満足度中・低群では41.7％と、園の食事・食育へ
の満足度による差がみられなかった（χ2=5.796
　p=0.055）。食事づくりや準備にかかわることを
家庭で「とても重視している」との回答は、園
の食事・食育の満足度高群で17.4％、満足度中・
低群では16.7％と、園の食事・食育への満足度に
よる差がみられなかった（χ2=0.799　p=0.850）。
食べものを話題にすることを家庭で「とても重視
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している」との回答も、園の食事・食育の満足度
高群で14.3％、満足度中・低群で14.6％と、園の
食事・食育への満足度による差がみられなかった

（χ2=2.325　p=0.508）。

表５　園の食事・食育への満足度別　家庭での
食育に関する保護者の重要度の認識

食事や食育内容
の満足度

計 χ2検定
高群

（n=132）
中低群

（n=48）

お腹がす
くリズム
ができて
いくこと

とても重視し
ている

度数 21 3 24 χ2=17.849
p=0.000構成比 15.90% 6.20% 13.30%

調整済み残差 1.7 -1.7

重視している
度数 85 21 106
構成比 64.40% 43.80% 58.90%

調整済み残差 2.5 -2.5

あまり重視し
ていない

度数 25 24 49
構成比 18.90% 50.00% 27.20%
調整済み残差 -4.1 4.1

重視していな
い

度数 1 0 1
構成比 0.80% 0.00% 0.60%
調整済み残差 0.6 -0.6

食べたい
もの好き
なものが
増えるこ
と

とても重視し
ている

度数 38 5 43 χ2=9.896
p=0.019構成比 28.80% 10.40% 23.90%

調整済み残差 2.6 -2.6

重視している
度数 74 30 104
構成比 56.10% 62.50% 57.80%
調整済み残差 -0.8 0.8

あまり重視し
ていない

度数 20 12 32
構成比 15.20% 25.00% 17.80%
調整済み残差 -1.5 1.5

重視していな
い

度数 0 1 1
構成比 0.00% 2.10% 0.60%
調整済み残差 -1.7 1.7

親や兄弟
と一緒に
食べるこ
と

とても重視し
ている

度数 69 20 89 χ2=5.796
p=0.055

n.s.構成比 51.90% 41.70% 49.20%
調整済み残差 1.2 -1.2

重視している
度数 62 24 86
構成比 46.60% 50.00% 47.50%
調整済み残差 -0.4 0.4

あまり重視し
ていない

度数 2 4 6
構成比 1.50% 8.30% 3.30%
調整済み残差 -2.3 2.3

重視していな
い

度数 0 0 0
構成比 0.00% 0.00% 0.00%
調整済み残差

食事づく
りや準備
にかかわ
ること

とても重視し
ている

度数 23 8 31 χ2=0.799
p=0.850

n.s.構成比 17.40% 16.70% 17.20%
調整済み残差 0.1 -0.1

重視している
度数 74 27 101
構成比 56.10% 56.20% 56.10%
調整済み残差 0 0

あまり重視し
ていない

度数 33 13 46
構成比 25.00% 27.10% 25.60%
調整済み残差 -0.3 0.3

重視していな
い

度数 2 0 2
構成比 1.50% 0.00% 1.10%
調整済み残差 0.9 -0.9

食べもの
を話題に
すること

とても重視し
ている

度数 19 7 26 χ2=2.325
p=0.508

n.s.構成比 14.30% 14.60% 14.40%
調整済み残差 0 0.1

重視している
度数 70 21 91
構成比 52.60% 43.80% 50.30%
調整済み残差 1.1 -1.1

あまり重視し
ていない

度数 42 20 62
構成比 31.60% 41.70% 34.30%
調整済み残差 -1.3 1.3

重視していな
い

度数 2 0 2
構成比 1.50% 0.00% 1.10%
調整済み残差 0.9 -0.9

４．考　察
　本報では、保育所の食育に対する保護者の満足
度と家庭での食育との関連を検討してきた。保育
所の食育への満足度が高い保護者は、保護者に対
する食を通した支援についても満足度が高かっ
た。また、それが子どもの会話を通して家庭に波
及効果を持つこと、家庭での食育の重要性の認識
にも関連することが明らかになった。
　幼児を持つ保護者の育児不安を軽減し、家庭で
の食を支援する場として、保護者からのグループ
インタビューから、地域のさまざまな機関におけ
る保育所も拠点の一つとしてあげられていた8,9）。
　しかし、本研究にはいくつかの限界点が存在す
る。第一点として、対象園についてである。本研
究が対象とした保育所は平成23年実践事例活動報
告をしている園とした。そのため、保護者の園の
食事・食育に対して「とても満足している」と回
答した人が全体で約７割強、「満足している」と
回答した人が全体約３割弱占めており、「あまり
満足していない」「満足していない」という保護
者はみられず、保護者から高い評価が得られてい
る保育所が対象となったため、満足度の低い理由
やそうした家庭での食育への効果は明らかにでき
なかった。今後、食事・食育の実践が発展途上に
ある保育所も対象園に加えることで、より詳細な
検討をしていくことが必要である。
　保育所での食事・食育の満足度は保育内容以上
に高いといわれる10）。「保育所保育指針」に、食
育の重要性が位置づいたことで、保育所での食育
の実践もより一層広がってきている中、園の食育
に対する保護者の満足度が非常に低い保護者は多
く存在しないのかもしれない。しかし、そうした
保育所での支援が家庭での食事・食育にどのよう
にしたら、良い影響を及ぼすのか、詳細な検討が
必要である。
　第二点として、食育の満足度を評価する園児の
対象年齢である。本報は３歳児の保護者を対象と
して質問紙調査を実施した。この時期を対象とし
て設定した理由は、３歳の時期は幼児期の中でも
子どもの食発達が安定した時期に入り、５歳児の
ように就学に関心が集まる前の段階であること、
保護者の食への興味も低減していない時期である
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と考えたためである。本結果から、保育所での
食育の満足度と、「お腹がすくリズムができてい
くこと」「食べたいもの好きなものが増えること」
に対しては保護者の重要性の認識に関連がみられ
たが、「親や兄弟と一緒に食べること」「食事づく
りや準備にかかわること」「食べものを話題にす
ること」に対しては関連が認められなかった。こ
れは対象児が３歳児クラスであったためであり、
５歳児では「食事づくりや準備にかかわること」

「食べものを話題にすること」への重要性の認識
が関連する可能性も考えられる。今までの保育所
で食事・食育内容の実践の蓄積や家庭の波及効果
の経験を考慮すると、５歳児のような年長児を対
象に加え、その違いも検討すること必要である。
逆に、授乳や離乳食、また、幼児食までの移行期
にある０・１歳の保護者等では、食を通した支援
へのニーズが高いことを考えると、そうした対象
での検討も不可欠かと思われる。幼児の年齢に
よって保護者の食への関心度や保育所での食育の
満足度に違いがみられるか等の検討をしていく必
要がある。
　第三に、保育所での食事・食育内容に満足して
いるということは家庭での食育の充実度が低い可
能性があること、家庭での食育を大切にしたいと
いう認識が高い保護者ほど保育所での食育への満
足度が低い可能性もあり、今後、さらに検討を進
めていきたい。
　以上のような限界はあるものの、本研究によ
り、保育所での食事・食育の満足度が保育内容と
深い関連がみられること、食を通した保護者に対
する支援、すなわち、連絡帳や送迎時の対話、給
食試食会や行事を通して保育所での子どもの様子
や日々の保育の意図の伝達、園だよりや園内の掲
示などでの食育実践への協力依頼・報告、送迎時
の対話や面談等による食に関する相談や助言をす
ることと大きく関連していることが示された。

５．まとめ
　保育所での食育実践度を保護者がどのように捉
えているか、また、家庭の食育にどのような影響
を与えているかを検討した結果、以下の点が明ら
かになった。

（1） 保護者は保育内容の満足度と同様に、また、
それ以上に保育所での食事・食育に対して満
足度が高い。園での保育内容への満足度が高
いと、食事・食育内容の満足度も高い傾向を
示した。

（2） 保育所の食育の満足度の高さで保護者を２群
に分けて検討してみた結果、「園の食事・食育
内容の満足度高群では中・低群に比べ、次の
ような保護者への園でのいずれの取組に対し
て高い評価をしていた。①連絡帳や送迎時の
対話、給食試食会や行事を通した、保育所で
の子どもの様子や日々の保育の意図を伝達す
ること、②園だよりや園内の掲示などによる、
保育所での食育実践への協力依頼・報告をす
ること、③送迎時の対話や面談等による、食
に関する相談や助言をすることであった。

（3） 保育所の食事・食育活動が子どもとの会話を
通して、家庭に影響を与えることを仮定して
検討した結果、保育所の食事・食育満足度が
高い保護者の子どもが保育園での食事や食育
活動について家庭で会話が多いという顕著な
結果が得られた。

（4） 園での食事・食育に対して利用者である保護
者の満足度を上げるだけでなく、家庭での食
育に対しても重要性の認識を高めているかを
検討した。園での食事・食育に対して満足度
がとても高い保護者では、他に比べて、お腹
がすくリズムができていくこと、食べたいも
の好きなものが増えることに対して「とても
重視している」との回答が多かったが、親や
兄弟と一緒に食べること、食事づくりや準備
にかかわること、食べものを話題にすること
に対しては顕著に重視しているという結果は
得られなかった。

　なお、本研究は社会福祉法人日本保育協会「保
育所食育に関する調査研究」4）の一環として実施
したものである。
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資 料 

保育所と家庭での食育に関するアンケート 
 

問１ お子さんについての質問をさせていただきます。 

お子さんの年齢 満     歳    ヶ月 性 別 男  ・  女 

お子さんは何人きょうだいの

何番目ですか 
きょうだい（        ）人の（        ）番目 

どなたと同居していますか 

（あてはまるもの全てに○） 
① 母 親  ② 父 親  ③ 祖父母  ④ きょうだい  ⑤その他 （       ）人 

  

問２ あなた（回答してくださっている方）についてお尋ねします。あてはまるものに○をつけてください。 

１）お子さんとの関係 ① 母親  ② 父親     ③ 祖母・祖父 ④その他（         ） 

２）現在の年齢  ① 10 代 ② 20 代  ③ 30 代  ④ 40 代 ⑤ 50 代以上 

３）育児は楽しくて幸せだと思いますか ① は  い    ② いいえ ③ なんともいえない  

問３ 家庭では次のようなことを重視していますか。１～４のうち、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

  
と て も 重 視

している 

重 視 し て い

る 

あ ま り 重 視

していない 

重視していない 

１）お腹がすくリズムができていくこと‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

２）食べたいもの、好きなものが増えること‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

３）親や兄弟と、一緒に食べること‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

４）食事づくりや準備にかかわること‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

５）食べものを話題にすること‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

問４ 保育園での次の点について満足していますか。１～４のうち、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

  
と て も 満 足

している 

満 足 し て い

る 

あ ま り 満 足

していない 

満足していない 

1）園の保育内容‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

2）園の食事・食育内容‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

問５ 保育園では次のような活動をしていますか。１～４のうち、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

  
とてもよくあ

てはまる 

あてはまる あ ま り あ て

はまらない 

あてはまら

ない 

１）連絡帳や送迎時の対話、給食試食会や行事を通して、 

保育所での子どもの様子や日々の保育の意図を伝えてくれる‥‥

１ ２ ３ ４ 

２）園だよりや園内の掲示などを通して、 

保育所での食育実践を報告してくれる‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

１ ２ ３ ４ 

３）送迎時の話や面談等で、食に関する相談をのってくれる‥‥‥‥ １ ２ ３ ４ 

問６ お子さんは、保育園での子どもの食事・食育活動について、ご両親にお話しをしますか。１～４のうち、

あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１ よく話す ２ ときどき話す ３ あまり話さない ４ ほとんど話さない 
 

問７ お子さんは、どのくらいの頻度で朝食を食べていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１ 毎日食べる ２ 週に４・５日食べる ３ 週に２．３日食べる ４ 食べないことが多い
 

問８ 保育園での子どもの食事・食育について、ご意見・ご要望をお書きください。 

     

   

   

 




